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日時

会場

本校　会議室

学校運営協議会　議事録

安田　幸一（学校長）、渡口  秀信（教頭）、大塚　泰之（首席）、
藤川　恵子（首席）

久　隆浩（近畿大学 教授）、渡辺  慶人（大阪市立木津中学校長）、
山本　英夫（戎橋筋商店街振興組合事務局）、
幡多　伸子（大阪市浪速区長）、中陦  ゆかり（本校ＰＴＡ会長）

開催場所

出席者(委員）

出席者(学校）

開催日時

大阪府立　今宮高等学校

安田　幸一

令和 ４ 年　１１　月　４　日（金）　１５：００　　～　１７：００

多目的ホール・会議室

２６期未来探究テーマ一覧、英検NEWS、令和４年度部活動実績報告等

議題等(次第順）

○ 開式の辞
○ 校長挨拶
〇事務局からの報告
　①本年度の取組状況について
　②来年度に向けた取り組みについて
　③広報活動について
〇協議

協議内容・承認事項等（意見の概要）
・本年度の取組状況について
・来年度に向けた取り組みについて
・広報活動について

◎意見
　　・希望倍率は今後すこし減るかもしれないが、情報発信の力が大きいので、今年は伸びるのではないか。
　　　標準服が変わることは中学生にとってはとても大きい。女子にとっては選ぶ材料としては大きいのでは。
　　　→コンシェルジュ、広報委員会の立ち上げで生の声が大きい。
　　・生徒指導部と警察の連携、体制を　←外部の機関と連携をもとっている。保護者とも連携を。
　　・阪大の学生との連携がとてもいい。
　　・遅刻が多いのが気になる。コロナ禍で学力、心のしんどさも影響もあるのでは。
　　・進学率を保護者は気にする。基礎学力が抜けていないか心配。
　　・2教科3教科だけに絞るのではなく、最後まで頑張って生徒を大学ではほしい。
　　・基礎的な知識を持っている生徒、頑張ってる生徒を大学は望む。
　　・それぞれの先生方がスクールミッションに紐づいて、自分たちの教科にも落とし込むことに意味がある。
　　・HPにもそれぞれの特徴、教科の特色など伝えられることも重要。
　　・生徒の活動、教科指導などもスクールミッションと連動するように。
　　・浪速区は全国で一番低い投票率　→　転居するのが早いという理由か。
　　・若い人に投票することの大事さなど伝えていく必要がある。18歳成人で契約などを失敗しないように、
　　　高校でも取り組みをしていかなければならない。
　　　　→今年度、3年生の早い時期に授業で実施。保護者にも次回PTAの集まりで実施予定。

次回の会議日程

令和５年　１月　１９日（木）１３：００～

備考

傍聴者

協議資料


